
 

【第１回横浜市技能文化会館指定管理者選定評価委員会 議事録】 

日 時 平成 27 年６月５日（金）10:00～12:00 

場 所 横浜市技能文化会館 ６階 603 研修室 

出席者 （委員）小泉委員、菅野委員、武田委員、原委員、藤野委員（五十音順） 

傍聴者 １名 

 

１ 経済局市民経済労働部長あいさつ 

 

２ 委員紹介 

 （出席委員）小泉委員、菅野委員、武田委員、原委員、藤野委員 

 （欠席委員）なし 

 

３ 選定評価委員会運営要綱について 

 「横浜市技能文化会館指定管理者選定評価委員会運営要綱」に基づいて事務局が説明。 

 

４ 議 事 

 (1) 委員長及び委員長職務代理者の選出 

・要綱に基づき、委員互選により委員長に藤野委員を選出。 

・委員長の指名により、委員長職務代理者に原委員を選出。 

 

 (2) 委員会の公開について 

  公募要項等の検討が主たるものとなっており、公表前であるため、公正性を担保すると 

 いう観点から非公開で進めることが望ましいため、非公開で行うことを決定した。 

   【傍聴者はこの時点で、退席】 

 

 (3) 公募要項及び業務の基準の検討 

 （事務局説明） 

  ・公募要項（案）について 

  ・業務の基準（案）について 

 （主な意見） 

・中小企業振興基本条例の順守について、指定管理者は必ず市内中小企業を優先しなければ

ならないのか。 

→【特定の業者にしか履行できないなど、やむを得ない場合を除き、指定管理者には市内

中小企業への発注を優先してもらいたい】 



 

   

・前期指定管理者の評価について、プラス点とマイナス点のバランスを取った方がよい。 

→【プラスの評価点（加点）とマイナスの評価点（減点）を同一のウエイト（±５点）にし、

その範囲での評価にあらためる】 

・公募要項（案）、業務の基準（案）については、上記意見等を踏まえて修正し、委員長と事

務局で最終調整したうえで公表することにする。 

 

 (4)  評価基準項目及び審査の考え方の検討 

 （事務局説明） 

  ・評価基準項目（案）について 

  ・審査の考え方について 

（主な意見） 

  ・「２ 事業計画と実施の取組方」について、３項目が均等の配点となっているが、今後は時

代のニーズに合わせて、より重点を置くべき施策が何かを見極め、配点を変えていった方が

いい。 

   →【現時点では原案通りの配点とし、ウエイト付けについては今後の課題とする】 

  ・「４ 収支予算」の評価は、細かすぎるので、もう少しシンプルな方がいい。 

   →【わかりやすい評価にあらためる】 

  ・審査については、欠格者を除き、原則としてすべての応募者を審査する。 

 ・評価基準項目については、上記意見等を踏まえて修正し、委員長と事務局で最終調整したう

えで公表することにする。 

 

５ その他 

 (1) 今後のスケジュール 

第２回指定管理者選定評価委員会については、９月開催を予定。 


